
新たな日本を創造する 大阪ブランド を世界へ

「
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
」
も
工
事
が
進
む 新エネで国内外リード

真
価
問
わ
れ
る
時

大
阪
な
ら
で
は
育
て
る

　
首
都
圏
に
次
ぐ
規
模
を
誇
る
都
市
圏
、
近
畿
。
そ
の

中
核
と
な
る
大
阪
は
、
古
く
か
ら
商
業
の
中
心
・
文
化

の
発
信
地
で
あ
り
、
英
国
の
経
済
誌
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が

ま
と
め
た
「
世
界
の
住
み
や
す
い
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
２

０
１
１
」
で
は
ア
ジ
ア
最
上
位
の

位
と
な
る
な
ど
、

都
市
と
し
て
豊
か
な
魅
力
を
持
つ
。
同
時
に
工
業
地
域

と
し
て
も
有
数
の
存
在
で
、
独
自
色
あ
る
中
小
企
業
か

ら
国
際
的
な
大
企
業
ま
で
所
狭
し
と
集
積
。
世
界
に
通

じ
る
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
た
企
業
も
少
な
く
な

い
。
近
年
、
先
端
分
野
の
工
場
や
研
究
施
設
も
増
え
、

こ
の
地
な
ら
で
は
の
モ
ノ
を
育
て
る
土
壌
が
あ
ら
た
め

て
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
新
た
な
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
の
構

築
と
発
信
に
期
待
が
か
か
る
。

多
彩
な
魅
力
持
つ
独
自
色
あ
る
企
業
も
多
数
大
阪

市
街
地
近
く
に
建
て
ら
れ
た
液
晶
パ
ネ
ル

関
連
工
場
群
「
グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ン
ト
堺
」
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東
京
一
極
集
中
で
元
気
が

な
い
と
言
わ
れ
続
け
て
き
た

大
阪
。
だ
が
、
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
高
度
な
技
術
や

優
れ
た
製
品
を
生
み
出

す
素
地
は
ま
だ
ま
だ
健

在
だ
。
最
近
話
題
と
な

っ
た
製
品
群
だ
け
を
見

て
も
、
軽
く
て
速
乾
・

保
温
性
に
優
れ
「
山
ガ

ー
ル
」
の
挑
戦
を
助
け

る
ハ
イ
テ
ク
繊
維
や
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

と
し
て
も
普
及
の
進
む

機
能
塗
料
。
あ
る
い
は

大
阪
市
の
海
外
展
開
で
も
注

目
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
製
品

も
大
阪
が

本
場

と
い
え

る
。

　
中
小
・
大
企
業
を
問
わ
ず

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
モ

ノ
づ
く
り
企
業
と
、
そ
れ
ら

を
支
え
る
商
社
や
問
屋
が
広

い
と
は
言
え
な
い
エ
リ
ア
に

集
積
す
る
。
大
学
や
研
究
施

設
も
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
強

い
個
性
が
ぶ
つ
か
り
、
力
を

合
わ
せ
て
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品

に
結
実
す
る
。
例
え
ば
、
大

阪
を
中
心
と
し
た
関
西
の
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
の
一

人
当
た
り
の
付
加
価
値
生
産

額
は
全
国
ト
ッ
プ
だ
。

　
ま
た
、
大
阪
湾
岸
に
は
太

陽
電
池
や
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

二
次
電
池
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

パ
ネ
ル
な
ど
の
生
産
拠
点
が

集
ま
り
「
パ
ネ
ル
ベ
イ
」
と

呼
ば
れ
る
。

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は

国
内
生
産
の
約
８
割
、
太
陽

電
池
は
同
約
７
割
が
大
阪
ベ

イ
エ
リ
ア
を
中
心
に
し
た
関

西
に
集
中
す
る
。
都
市
近
傍

に
こ
れ
ほ
ど
の
集
積
は
世
界

で
も
類
を
見
な
い
。
表
面
処

理
か
ら
素
材
の
加
工
機
メ
ー

カ
ー
ま
で
、
関
連
産
業
が
周

囲
に
そ
ろ
う
の
も
特
徴
。

　
日
本
政
策
投
資
銀
行
関
西

支
店
の
調
査
に
よ
る
と
、
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の

―

年
に
か
け
て
首
都
圏
、

東
海
地
区
の
投
資
が
大
き
く

落
ち
込
ん
だ
の
に
対
し
、
パ

ネ
ル
産
業
や
グ
リ
ー
ン
投
資

が
活
発
化
し
た
関
西
の
投
資

は
底
堅
く
推
移
。
地
元
企
業

の
域
内
投
資
比
率
も
上
昇
傾

向
と
い
う
調
査
結
果
と
な
っ

て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
と
り
わ
け
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期

待
感
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
筆
頭
は
太
陽
光
発
電

Ｐ

Ｖ

。
太
陽
電
池
の
需
要
は

世
界
各
地
で
急
拡
大
し
、
電

池
メ
ー
カ
ー
各
社
は
生
産
拠

点
の
新
設
や
生
産
能
力
増
強

な
ど
を
図
る
。

　
た
だ
、
日
本
メ
ー
カ
ー
に

強
み
の
あ
っ
た
太
陽
電
池

も
、
中
国
メ
ー
カ
ー
の
台
頭

が
目
立
つ
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

は
、
次
世
代
の
高
効
率
の
太

陽
電
池
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
太
陽
電

池
」
で
対
抗
す
る
計
画
だ
。

シ
ャ
ー
プ
は
太
陽
電
池
の
販

売
に
と
ど
ま
ら
ず
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
広
げ
て
市
場
に

食
い
込
む
。
薄
膜
型
太
陽
電

池
大
手
の
カ
ネ
カ
は
住
宅
メ

ー
カ
ー
向
け
展
開
を
強
化
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
大
阪
ブ

ラ
ン
ド
が
世
界
を
リ
ー
ド
し

て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

　
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
む
。

関
西
電
力
は
今
月
初
旬
に
大

規
模
太
陽
光
発
電
所

メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー

の
堺
太
陽
光
発

電
所
の
全
面
営
業
運
転
を
始

め
た
。
発
電
電
力
量
は
年
間

１
１
０
０
万

時
。
お
よ

そ
３
０
０
０
世
帯
分
に
相
当

す
る
。

　
本
格
普
及
に
は
設
置
す
る

人
材
が
不
可
欠
と
な
る
。
き

ん
で
ん
は
Ｐ
Ｖ
設
備
工
事
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
養
成
す
る

社
内
技
能
認
定
制
度
を
新

設
。
技
能
・
技
術
習
得
者
を

「
Ｐ
Ｖ
指
導
員
」
の
名
称
で

認
定
し
、
施
工
品
質
の
向
上

や
作
業
の
安
全
性
確
保
、
作

業
者
の
育
成
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
節
電
意
識
の
高
ま

り
に
加
え
、
震
災
に
よ
る
非

常
時
の
熱
源
と
し
て
再
注
目

さ
れ
た
家
庭
用
燃
料
電
池
コ

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
や
、

Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
よ
る
ガ
ス
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ

Ｇ
Ｈ
Ｐ

も
大
阪

の
企
業
が
一
歩
先
を
行
く
。

　
従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

が
見
直
し
を
強
い
ら
れ
る
状

況
下
で
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
を
け
ん
引
す
る
大
阪
と
関

西
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
同

時
に
、
長
く
首
都
圏
の
フ
ォ

ロ
ア
ー
に
甘
ん
じ
て
き
た
大

阪
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
期

と
も
い
え
そ
う
だ
。

　
そ
ん
な
中
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅

北
側
の
再
開
発
地
区
で
、
関

西
最
後
の
一
等
地
と
言
わ
れ

た
「
う
め
き
た

梅
北

」

の
整
備
が
着
々
と
進
行
し
て

い
る
。
商
業
施
設
、
分
譲
住

宅
、
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ
ル
に

加
え
、
新
事
業
・
新
サ
ー
ビ

ス
を
生
み
出
す
産
学
官
連
携

拠
点
「
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ

ル
」
が
２
０
１
３
年
に
開
業

す
る
。
予
防
医
療
や
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
を
研
究
す
る
健

康
産
業
拠
点
を
は
じ
め
、
新

し
い
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立

で
き
る
か
が
注
視
さ
れ
る
。

戦
後
最
大
級
の
困
難
に
直
面

し
た
今
、
創
見
に
あ
ふ
れ
る

大
阪
の
力
こ
そ
、
新
し
い
日

本
を
創
造
し
、
活
力
を
取
り

戻
す
の
に
必
要
だ
か
ら
だ
。


